
慶
応
四
年
閨
四
月
十
八
日
、
横
浜
野
毛
山
の
修
文
館
に
、
東
征

軍
の
軍
陣
病
院
を
開
設
せ
し
め
た
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
リ
ス
は
、

身
長
一
九
二
セ
ン
チ
、
体
重
一
二
七
キ
ロ
の
巨
体
で
あ
る
に
も
拘

わ
ら
ず
、
地
味
で
朴
調
で
あ
る
点
を
面
白
が
ら
れ
て
、
ワ
ー
グ
マ

ン
の
ポ
ン
チ
絵
の
モ
デ
ル
に
さ
れ
た
り
し
た
た
め
か
、
横
浜
で
撮

影
し
た
と
云
わ
れ
る
彼
の
写
真
は
未
だ
見
た
こ
と
が
な
い
・

平
成
八
年
十
月
に
千
葉
県
松
戸
市
戸
定
歴
史
館
で
開
か
れ
た

「
幕
末
幻
の
油
絵
師
・
島
霞
谷
」
展
に
際
し
、
同
館
が
編
集
し
た

展
観
カ
タ
ロ
グ
中
に
、
外
国
人
と
銘
う
っ
た
一
枚
の
写
真
を
小
生

が
発
見
し
、
大
滝
紀
雄
、
蒲
原
宏
両
先
生
の
鑑
定
に
よ
っ
て
ウ
イ

リ
ア
ム
・
ウ
ィ
リ
ス
の
肖
像
写
真
と
確
定
し
た
。

こ
の
写
真
は
本
誌
前
号
の
表
紙
図
版
に
登
場
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
こ
れ
に
似
た
写
真
が
『
医
学
近
代
化
と
来
日
外
国
人
』
の
五
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ウ
イ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
リ
ス
と

写
真
師
島
霞
谷

中
西
淳
朗

十
四
頁
に
の
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
す
る
蒲
原
宏
先
生
の
解
説
に

よ
る
と
、
越
後
高
田
の
瀬
尾
玄
弘
医
師
が
明
治
三
年
八
月
二
日
（
太

陽
暦
）
に
上
京
し
た
際
、
旧
師
の
ウ
ィ
リ
ス
か
ら
直
接
手
渡
さ
れ
た

写
真
で
、
瀬
尾
家
に
今
日
ま
で
伝
来
し
た
と
い
う
。

こ
の
ウ
ィ
リ
ス
の
二
枚
の
写
真
を
み
る
と
服
装
は
同
一
で
あ
る

が
、
カ
メ
ラ
の
位
置
が
少
々
異
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
即
ち
、
同

一
日
の
撮
影
で
あ
り
、
撮
影
者
は
ま
づ
島
霞
谷
以
外
は
考
え
ら
れ

な
い
の
で
、
ウ
ィ
リ
ス
と
島
霞
谷
と
の
接
点
を
資
料
の
中
か
ら
探

る
こ
と
を
試
み
た
の
で
報
告
す
る
。

ａ
・
島
霞
谷
の
経
歴
に
つ
い
て

島
霞
谷
は
文
政
六
年
二
八
二
七
）
に
下
野
栃
木
町
の
商
家
に
生

れ
た
。
幼
名
は
玉
之
助
ら
し
い
。

長
ず
る
に
及
ん
で
絵
画
を
良
く
し
嘉
永
年
間
は
椿
椿
山
に
学

び
、
文
久
以
前
に
写
真
術
を
知
り
妻
の
隆
と
共
に
之
を
学
ぶ
。
さ

ら
に
油
絵
を
学
ぼ
う
と
幕
府
開
成
所
に
入
る
た
め
、
親
族
の
幕
臣

寺
沢
槻
之
丞
の
弟
と
し
て
入
籍
し
て
も
ら
い
、
慶
応
三
年
八
月
十

九
日
、
開
成
校
絵
図
調
出
役
と
し
て
雇
用
さ
れ
た
。

同
年
九
月
二
十
三
日
、
開
成
所
内
で
徳
川
茂
栄
（
一
橋
大
納
言
．

松
平
容
保
の
兄
）
と
化
学
教
師
の
オ
ラ
ン
ダ
人
ハ
ラ
タ
マ
を
撮
影
し
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て
い
る
。
そ
の
半
年
後
よ
り
一
橋
家
に
出
入
り
し
始
め
、
明
治
元

年
十
一
月
十
五
日
か
ら
一
代
限
り
の
家
来
と
な
り
、
島
仁
三
郎
と

改
名
し
た
。
同
年
十
二
月
二
十
五
日
、
地
図
御
用
出
役
と
な
る
。

明
治
二
年
正
月
頃
よ
り
徳
川
茂
栄
に
写
真
術
を
教
授
。
同
年
十
月

に
大
学
東
校
中
写
字
生
と
な
り
、
解
剖
図
を
か
い
た
り
、
頭
蓋
骨

の
写
真
撮
影
を
し
た
り
、
活
版
印
刷
活
字
（
東
校
活
字
）
を
完
成
さ

せ
た
り
し
た
。
明
治
三
年
十
月
三
十
一
日
、
熱
病
で
死
去
。
享
年

四
十
三
才
。

ｂ
・
ウ
ィ
リ
ス
の
動
向

ウ
イ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
リ
ス
が
北
越
戦
線
よ
り
横
浜
へ
帰
還
し
た

の
は
明
治
元
年
十
一
月
十
五
日
（
以
下
も
陰
暦
）
で
あ
る
。
同
月
二

十
八
日
、
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
、
Ｗ
・
ウ
ィ
リ
ス
、
Ｂ
・
Ｇ
・

シ
ッ
ド
ー
ル
は
協
議
の
末
、
東
京
へ
ウ
ィ
リ
ス
を
向
け
シ
ッ
ド
ー

ル
を
横
浜
へ
引
き
も
ど
す
と
決
め
た
。

す
る
と
十
二
月
十
三
日
、
薩
摩
藩
士
石
神
良
策
を
使
者
と
し
て
、

新
政
府
よ
り
ウ
ィ
リ
ス
に
、
一
年
間
休
暇
を
と
っ
て
医
学
校
の
教

授
を
つ
と
め
て
は
ど
う
か
と
い
う
打
診
が
あ
っ
た
。
ウ
ィ
リ
ス
は

翌
明
治
二
年
一
月
十
九
日
よ
り
東
京
医
学
校
へ
の
出
講
を
は
じ
め

た
。
そ
の
年
の
三
月
二
日
、
ウ
ィ
リ
ス
、
医
学
校
兼
病
院
に
正
式

採
用
さ
れ
る
。
一
年
間
の
保
障
つ
き
で
校
長
格
で
あ
っ
た
。
同
年

三
月
二
日
、
ウ
ィ
リ
ス
は
三
十
二
才
の
誕
生
日
を
迎
え
た
。

Ｃ
・
霞
谷
と
ウ
ィ
リ
ス
の
接
点

Ｗ
・
ウ
ィ
リ
ス
が
東
京
医
学
校
兼
病
院
に
正
式
に
採
用
さ
れ
た

頃
、
島
霞
谷
は
開
成
校
に
出
入
り
し
な
が
ら
、
一
橋
家
の
お
抱
え

写
真
師
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
。
そ
し
て
未
だ
大
学
束
校
に
な
っ

て
い
な
か
っ
た
医
学
校
へ
も
顔
を
出
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

越
後
高
田
の
瀬
尾
玄
弘
医
師
に
ウ
ィ
リ
ス
か
ら
別
の
写
真
が
手

渡
さ
れ
た
の
が
、
陰
暦
の
明
治
二
年
六
月
二
十
五
日
で
あ
る
か
ら

撮
影
は
そ
れ
以
前
で
あ
り
、
ウ
ィ
リ
ス
と
霞
谷
が
顔
を
あ
わ
せ
た

機
会
は
こ
の
年
の
春
以
降
と
思
わ
れ
る
。
新
発
見
に
な
る
ウ
ィ
リ

ス
の
写
真
は
、
東
京
医
学
校
就
職
と
誕
生
日
と
を
記
念
し
た
も
の

の
よ
う
で
、
そ
れ
を
霞
谷
が
自
分
用
に
複
写
し
て
保
存
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。

（
神
奈
川
地
方
会
）
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